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ベンゼンやナフタレンのジヒドロジオールをカ

テコール体へ酸化するジヒドロジオール脱水素酵

素は,近年発癌性芳香族炭化水素の解毒酵素の一

種として注目されている｡前年度までにニホンザ

ルの肝のジヒドロジオール脱水素酵素はイソダ

ノール脱水素酵素,アルデヒド還元酵素および3

α-ヒドロキシステロイド脱水素酵素であること

を同定し,腎には肝のこれらの酵素と異なる性状

の高分子丘酵素が存在することを明らかにしてき

た｡本年度は,生理的役割の明らかでない肝のイ

ソダノール脱水素酵素および腎のジヒドロジオー

ル脱水素酵素の生理的基質を検索した｡

碑一に精製したイソダノール脱水素酵素は,

kcat値は低いが,種々の胆汁酸および5β-プレ

グナン輔の3a-または20α-水酸基の相当する

3-または20-ケトステロイドへの酸化を可逆的

に触媒した｡ステロイド杭に対するkcat/Km値

は.1-イソダノールや異物カルボニル化合物に

対する値と同等あるいはそれ以上であった｡本酵

素はNADPHの4-pro-R水素原子をステロイ ド

の3β-あるいは20β一面へ転移した｡また,本

酵素のステロイド脱水素酵素活性は,インダノー

ル脱水素酵素活性と同様に,メドロキシプロゲス

テロン,へキセストロール.1.10-7ェナンスロ

リンにより括抗的に阻害されることから,1-イ

ソダノールとヒドロキシステロイドの酸化が本酵

素の同一の触媒部位によって行われていることが

示唆された｡さらに,本酵素の特異的阻害剤であ

る1.10-7ェナンスロリンによりニホンザル肝粗

抽出液中の3α-ヒドロキシステロイド脱水素酵

素活性は約50%まで阻害された｡これらの結果か

らイソダノール脱水素酵素は,ある種のステロイ

ドホルモンおよび胆汁酸の代謝において3(20)

α-ヒドロキシステロイド脱水素酵素として作用

していると考えられる｡

腎のジヒドロジオール脱水素酵素については,

化学架橋法により本酵素の2畳体構造確認した｡

また,本酵素は,肝の酵素と異なりステロイド塀

を全く基質としないが,生体内基質であるジヒド

ロキシアセトンおよびジヒドロキシアセトンリン

酸を還元することを兄い出した｡

泌乳サルにおける排卵抑制の機序
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(名古屋大学 ･段学部)

ヒトを含め.多くの動物において,泌乳中は排

卵あるいは性周期の回帰が抑制されることが知ら

れている｡霊長規でもいくつかの種において,同

様の現象が報告されているが,その生理機鰍 ま明

らかではない｡

以前われわれは,泌乳ニホンザルにおいて,分

娩後初めての繁殖季節に,性周期が回帰しないこ

とを明らかにした｡この実験では.血中プロジェ

ステロソ濃度を指標として,排卵の有無を推定し

た｡本年度の実験では,この排卵抑制が,黄体形

成ホルモン (LH)のパルス状分泌の抑制に起因

すると促定して,泌乳サル及び非泌乳サルにおい

て.非繁殖期 (6月)及び繁殖期 (11月)に頻回

採血 (15分毎4時間)を行い,血中LH浪皮を測

定 した｡その結果,泌乳期前期 (6月).後期

(11月)ともに,4時間の採血期間中1-2個の

パルスが見られ.4時間の平均血中LH浪庇を非
泌乳対照群のそれと比べた場合に,有意な差は見

られなかった｡頻回の採血がストレスを及ぼした

かどうかについては検討の余地があるが.少なく

とも.ラッT･や他の動物で見られるような吸乳刺

激による大きなLH分泌抑制がみられなかったこ

とは,予想外であった｡

霊長目の乳歯攻合と永久歯攻合への推移仮過程

-チンパンジーの観察一

今村基等 ･小野俊郎 (愛知学院大学 ･歯)

ヒトの乳歯列では,dp一の遠心面とdp.の遠心面

の近遠心的位置関係 (terminalplane:以下T.
P.と略す)は,垂直型になっている｡したがって

Mt.M.が萌出してもその校合関係は安定せず,

混合歯列期末期になってやっと安定する.噴乳網

の動物の一般的な乳歯列のT.P.は,近心型 (d･
p一の遠心面よりdp-の遠心面が近心にずれた状態)

になっており,Ml,Mlが萌出すると直ちにその

吹合関係は安定し機能を営む｡

ヒトのT.P.が垂直型になっている要因につい
て検討するため,1988年度にヒトとチンパンジー
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(Pantrog一odytes)(T.P.ほ近心型)の

dp.とdp.の形態について比較し,報告した｡この

結R.ヒトはチソバソジーと比較し.dp-のtalon

が狭くな●り.dp.のtalonidが広くなる煩向を認め

た｡

今回は,チンパンジーdp一とdp.の攻合関係につ

いて明らかにするために.京都大学霊長類研究所

所蔵のチンパンジー (Pantroglodytes)幼体の8

B7粉のdryskullを用いた｡まずdryskullより歯列

石膏模型を作製した｡この歯列石膏模型の規格写

穴を投影し,5倍に拡大し,歯,歯列の形態をト

レースし,上下顎の重ね合を行い,上下顎の歯の

校合関係を観察した｡

結果

1)乳犬歯3:り遠心の歯 (乳犬歯,乳白歯)の吹

合関係は,全ての個体でよく妖似しており,

ヒトのような不正校合は認められなかった｡

2)全ての個体で,dp一のprotoconeは,dp.のta-

lonidbasinに吹合していた｡

3)dp一のProtoconeは,talonidbasinの近遠心経

を1としたときに,近心より0.63(SD:0.10)

の位置に攻合していた｡

4)全ての個体で,dp一のdistaltrigoncrestは,

dp.のhypoconidとhypoconulidの間に校合し

ていた｡

5)全ての個体で,dp.のhypocon'ldは,dp一のtri一

gonに攻合していた｡

コモンマーモセット(CarHJthパxjacchus)舌乳頭

の微細血管構築について

太田義郎 ･奥田仁志 ･岡田成賛 ･戸田伊紀

(大阪歯大 ･解剖)

消化器官として食物を最初に取り入れる口腔領

域の諸器官の形態には多様性がみられ,なかでも

舌乱酔 ま著しい動物種差を示す｡著者らはOhta

ら (1990)の方法を用いてコモンマ-モセット舌

乳頭の微細血管稲築を走査電顕で観察した｡

コモソマーモセットの舌には糸状乳頭,茸状乳

演,布部乳軌 来状乳頭の4宅丘規が祝祭された｡

糸状乳頭は基本的には現状袋合糸状乳頭で,舌休

部では少数で小型の典合を示し,舌根部では大型

になっていた｡現状配列の中心には小型の糸状乳

頭が存在していた｡茸状乳取 去球状で,舌尖部で

は舌側縁にかけて多数存在し,舌体部では急激に

減少し,上面には鎌首が存在しない｡3個の有郭

乳頭はEE出型で,上面祝は両側の乳頭は円形,正

中の乳B7iほ前後に長い楕円形を皇していた｡味菅

は乳B7i側面の上皮府内に少数認められた｡葉状乳

頭は舌側縁後方で3,4個で少なく,二次乳頭も

小さく,少数の妹哲を詑めた｡舌於膜は薄く不明

瞭で.粘膜固有層の細動脈 ･静脈の血管網は同一

平面上に存在し,ニホンザルに比べ粗で,動静脈

吻合も非常に少ない｡倣細血管構築として糸状乳

頭では固有層の細動脈から正接毛細血管が各乳頭

に向けて派出され,一糸状乳頭には単純な

hair-pin型毛細血管ループが分布し,それらが環

状に配列していた｡中心にある小型の乳頭にも毛

細血管ループが分布していた｡罪状乳顕では1本

の毛細血管が中央を上行し.周囲に向け紙状の乳

頭内毛細血管網を形成し,舌尖部と否休部とに差

は認められなかった｡毛細血管網からの血液は乳

頭間毛細血管網に続き,固有屑の細静脈に注ぐ｡

有郭乳頭では2.3本の毛細血管が乳顕中央を上

行し,周囲に向けて枝を掃出し,乳頭側面で毛細

血管網を形成し,外側にある乳頭上面では毛細血

管ルーブを認め,正中の乳頭上面では網目を皇

し,乳頭内毛細血管網を形成していた｡来状乳頭

では毛細血管ルーブは形成されず,上皮下血管網

が稜状に盛り上がった形.Q員を示す｡

コモンマーモセットとの舌乳頭の形態はニホン

ザルのような部位差は認められず.血管構築でも

単純な形.6...Rであった｡このことは食性がより限定

されたものであると考える｡

なお､平成元年度共同利用研究報告書未提出者

と研究題目は以下のとおりである｡
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頭との連結様式の組織学的検索｣
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